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3 柏レイソル ＪＸサンフラワーズ 

１ 柏市の紹介 

人口 405,725 人（H23.10.1） 
面積 114.9 平方キロメートル 

昭和29年  9月 東葛市誕生 

昭和29年11月 柏市へ改称 

昭和39年11月 人口10万人 

昭和50年  5月 人口20万人 

平成 元年  4月  人口30万人 

平成17年  3月 沼南町と合併 

平成18年10月 柏ナンバー交付 

平成20年  4月 中核市へ昇格 

平成21年  8月 人口40万人 
30km圏 
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２ 柏市地球温暖化対策計画 

（１）期間と目標 

基準年次 目標年次 目標値 

 

柏市 

地球温暖化
対策条例 

短期 前期 

（京都議定書） 

平成０２年度 

（１９９０） 

平成２０－２４年度 

（２００８－１２） 

 

6％以上 

短期 後期 

（環境基本計画） 

平成１２年度 

（２０００） 

平成２７年度 

（２０１５） 

 

10％以上 

柏市 

地球温暖化
対策計画 

 

中期 

平成１２年度 

（２０００） 

平成４２年度 

（２０３０） 

 

25％以上 

第4条 柏市における温室効果ガスの排出の量の削減の目標は，次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 京都議定書の趣旨を踏まえ，平成20年から平成24年までの間における温室効果ガスの排出の量
の1年当たりの平均値を平成2年の温室効果ガスの排出の量と比較して6パーセント以上削減する
こと。 

(2) 本市が従来取り組んできた温室効果ガスの排出の量の削減の目標を踏まえ，平成27年度の温室効
果ガスの排出の量を平成12年度の温室効果ガスの排出の量と比較して10パーセント以上削減す
ること。 
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２ 柏市地球温暖化対策計画 

（２）温室効果ガス排出状況 

温室効果ガス部門別排出量（単位：千 t‐CO2） 

温室効果ガス排出量の構成比 

基準年度(１９９０年度)と２００８年

度における構成比を比較すると，民生
（家庭・業務）部門が増加し，全体の
約半数を占めるようになった。また，
基準年度において約半数を占めていた
産業部門は減少している。 
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２ 柏市地球温暖化対策計画 

（３）省ＣＯ２まちづくり行動計画 

地球温暖化対策条例に基づく先進的モ
デル事業を指定することで面的対策の
推進を図る。指定事業者は，ＣＯ２削
減計画書の提出を求められる。 

アクションエリアの指定 

都市計画法に基づく面積３千㎡以上の
開発行為に対して，環境配慮計画書の
提出が求められる。提出された計画内
容については，市ホームページ上で公
表される。 

開発事業者の環境配慮制度 

住宅建築における環境配慮内容につい
て，市が環境ラベル（性能表示）を認
定し，その評価結果により住宅ローン
金利の優遇措置が適用される制度。 

ＣＡＳＢＥＥ柏 の導入 

低炭素社会構築の
政策フレーム 
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1 
３ 柏の葉キャンパス地区 

つくばエクスプレス（最高時速１３０ｋｍ 運転）で秋葉原から約３０分。
常磐高速自動車道で 都心部（江戸橋ＪＣＴ）から 柏ＩＣまで約３０ｋｍ。 

つくばエクスプレス 

常磐高速自動車道 
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４ 柏の葉スマートシティ・プロジェクト 

（１）全体イメージ 

エリア・エネルギー・マネジメント・システム 

ＣＯ２見える化 

エコスクール 

アグリテイメント 

次世代モビリティ 

住 

学 

食 

動 
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5 

風力発電 

蓄電池 

電気自動車 商業施設 

集合住宅 

戸建住宅 

オフィスビル 太陽光発電 

災害時の危機対応 エネルギー最適化 

４ 柏の葉スマートシティ・プロジェクト 

（２）ＡＥＭＳ（エリア・エネルギー・マネジメント・システム） 

柏の葉スマートセンター 
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6 
４ 柏の葉スマートシティ・プロジェクト 

（３）エネルギー・バランス・モニター 
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４ 柏の葉スマートシティ・プロジェクト 

（４）住宅：ＣＯ２見える化プログラム 

市 民 データセンター 
削減ＣＯ２データ提供 

街エコ推進協議会 

集計結果 

協 賛 事 業 者 

証書発行 証書購入 

エコマネー発行 

ショッピングモール 

支払 請求 

エコマネー使用 電気・ガス・水
道使用量を計測，
温室効果ガス換
算値をパネル表
示する。 

ＣＯ２見える化ナビ 
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緑化率 ２７ ％ 

太陽光パネル ７２ ｋｗ 

施設面 

４０％ 

運用面 

７％ 

総削減量 

４７％ 

CO2排出量を同規模学校と比較 
（年間の㎡当たり CO2排出量） 

＋ ＝ 

★ 外壁や屋根などの建物に 
   よる断熱性 
★ 太陽光発電設備 
★ 高効率機器，人感センサー，   
    LED照明 
★ 全熱交換器 

★ 照明を小まめに消せるス 
    イッチ設定 
★ エネルギー使用量・発電   
    量を児童にもイメージしや 
    すくモニターに表示 
★ 太陽光発電設備を用いた 
     環境学習 

庇，バルコニーで直射日光をコントロール 

隣棟間隔に配慮し，夏涼しく，冬暖かい環境を確保 

雨水再利用による屋外散水設備 

４ 柏の葉スマートシティ・プロジェクト 

（５）教育：柏の葉エコスクール 

設 備 教 育 
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農業体験のイメージ 

農園のイメージ 農園レストランのイメージ 

４ 柏の葉スマートシティ・プロジェクト 

（６）農業：アグリテイメント構想 

アグリツーリズム（都市と農村の交流） 

休耕地を週末農業やガーデニング，体験農園
として活用しつつ，ＣＯ２ゼロ排出区画とし
て環境面との融合を図る新しいライフスタイ
ルを創造・提案する。 

ＬＯＨＡＳ 
ロハス 
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４ 柏の葉スマートシティ・プロジェクト 

（７）交通：ＩＴＳ（次世代モビリティ・システム） 

パーク＆ライド 

ショッピングモール 
駐車場 

つくばエクスプレス 
（柏の葉キャンパス駅） 

 常磐高速自動車道 
（柏インターチェンジ） 

ＤＳＲＣ（狭域無線通信）を活用した駐車場
情報の提供と公共交通機関への誘導。 

オンデマンドバス 

住民ニーズに応じた
公共交通手段。 

ベロタクシー 

ゼロ排出，ゼロ騒音，
三輪自転車タクシー。 

サイクルシェア 

地区内のポート間で
自由に利用可能。 

セグウェイ 

電動立乗式自転車。
全国初公道走行実験。 

エコライド 

高低差を利用した次
世代新交通システム。 
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４ 柏の葉スマートシティ・プロジェクト 

（８）平成２３年度 現在の状況 
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４ 柏の葉スマートシティ・プロジェクト 

（９）平成２６年度 将来の予想 
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５ 柏ブランドの構築 － 公民学連携による低炭素まちづくり － 

17 
プラチナ構想ネットワーク 

公 

民 学 
柏ブランドを全国に展開 

市民 
事業者 

東京大学 
千葉大学 

アーバンデザインセンター 

柏市 
２０１１年３月 
日本経済団体連合会 
未来都市モデル・プロジェクト 
選定！ 
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